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「 勢至保育園　入園式 」
４月２日（土）、勢至保育園の入園式が行われました。
お父さん、お母さんに連れられてちょっと緊張気味？
たくさんのお友達ができるといいですね。
ご入園、ご進級おめでとうございます。
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４
月
10
日
か
ら
29
日
ま
で
の
日
程

で
、
観
桜
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
昨
年
に
比
べ
て
寒
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
例
年
よ
り
一
週
間
ほ

ど
遅
れ
て
の
開
催
と
な
り
、
４
月
17

日
に
開
花
宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
９
月
中
旬
の
台
風
15
号
の
影

響
に
よ
り
町
内
の
一
部
の
桜
が
咲
き

始
め
、
そ
の
影
響
が
大
変
心
配
さ
れ

た
中
で
の
観
桜
会
で
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
勢
至
公
園
で
は
、

開
催
当
初
の
数
日
間
は
寒
さ
と
、
心

配
し
た
と
お
り
台
風
の
影
響
か
ら
か
、

花
の
咲
く
気
配
が
な
か
な
か
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

観
桜
会
後
半
の
23
日
に
は
、
金
浦

神
楽
の
ほ
か
、
浅
野
梅
若
芸
能
企
画

に
よ
る
民
謡
・
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
観
桜
会
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま

し
た
が
、
終
日
、
肌
寒
く
、
天
候
に

は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
次
の
24
日
の
日
曜
日
に

は
、
ポ
カ
ポ
カ
の
お
天
気
に
恵
ま
れ
、

丸
一
日
、
思
い
っ
き
り
春
日
和
を
満

喫
で
き
ま
し
た
。

露
店
も
出
店
さ
れ
、
休
日
の
公
園

内
で
は
桜
の
木
の
下
で
お
弁
当
を
広

げ
る
家
族
や
散
策
を
楽
し
む
カ
ッ
プ

ル
、
お
酒
を
酌
み
交
わ
す
団
体
客
ら

な
ど
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
を
見

せ
ま
し
た
。

桜
は
春
爛
漫
と
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
穏
や
か
な
陽

射
し
と
、
や
さ
し
い
風
の
な
か
、
公

園
内
の
時
間
は
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
、

薄
紅
色
に
染
ま
っ
た
桜
の
花
た
ち
が
、

訪
れ
た
人
々
を
頭
上
か
ら
見
下
ろ
し
、

一
人
ひ
と
り
を
暖
か
く
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
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s
繁
盛
の
露
店

s
桜
並
木
を
散
策

最
初
に
観
音
潟
の
広
場
あ
た

り
や
、
周
辺
に
桜
を
植
え
た
の

は
明
治
40
年
で
す
。
日
露
戦
争

の
凱
旋
記
念
と
し
て
、
帰
国
し

た
兵
隊
さ
ん
が
植
え
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
将
来
の
こ
と
を
考

え
、
何
度
も
若
木
を
補
植
し
て

き
ま
し
た
。

現
在
一
番
若
い
桜
は
、
勢
至

公
園
の
整
備
に
伴
い
平
成
８
年

に
植
栽
し
た
も
の
で
す
。

勢
至
公
園
の
桜

▲民謡・歌謡ショー▲公園でゆったりとすごす
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４
月
１
日
、
古
く
か
ら
続
く
、
伝
統

の
「
金
浦
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
曇
り
空
で
、
朝
方
風
が
少

し
強
く
寒
か
っ
た
も
の
の
、
次
第
に
天

候
が
良
く
な
り
、
会
場
は
多
く
の
買
い

物
客
ら
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

市
で
は
、
町
内
、
県
内
外
か
ら
出
店

し
た
26
店
舗
が
立
ち
並
び
、
新
鮮
な
魚

介
類
や
野
菜
、
生
花
な
ど
の
ほ
か
、
漬

物
、
洋
服
、
ま
た
、
く
わ
や
包
丁
、
か

ご
な
ど
の
農
具
も
売
ら
れ
、
春
の
到
来

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

金
浦
市
は
、
昔
「
種
物
市
」
と
呼
ば

れ
、
そ
の
名
前
の
と
お
り
、
多
く
の
人

が
「
種
」
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
金
浦
市
に
は
、
約
１
、５

０
０
人
の
買
い
物
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

■
春
の
到
来
を
楽
し
む

t
県
内
外
か
ら
26
店
舗
が
出
店

t
花
を
買
い
求
め
る
買
い
物
客

町内、県内外から26店舗が出店！ 
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■
壮
行
会

目
の
ま
わ
る
よ
う
な
忙
し
さ
の
中
で
、

出
発
は
十
一
月
二
十
八
日
と
決
ま
り
ま

し
た
。

十
一
月
二
十
六
日
、
後
援
会
長
大
隈

重
信
が
隊
員
全
員
を
早
稲
田
の
自
宅
に

招
い
て
、
壮
行
会
を
開
催
。

綾
子
夫
人
か
ら
、
隊
員
一
同
に
三
崎

稲
荷
の
お
守
り
を
入
れ
た
真
錦
の
チ
ョ

ッ
キ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
午
後
３
時
、
日
比
谷
公
園

音
楽
堂
前
に
お
い
て
、
一
般
市
民
の
主

催
す
る
送
別
会
に
隊
員
全
員
が
出
席
、

熱
烈
な
る
声
援
を
う
け
ま
す
。

そ
の
席
上
、
大
隈
会
長
の
代
理
と
し

て
三
宅
雪
嶺
が
、
義
金
者
の
名
簿
を
入

れ
た
銅
製
の
箱
と
日
章
旗
、
探
検
隊
旗

を
白
瀬
矗
に
渡
し
「
こ
れ
を
南
極
点
に

埋
め
て
帰
る
べ
し
」
と
演
説
。
送
る
も

の
、
送
ら
れ
る
も
の
、
み
な
粛
然
と
し

て
気
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
、
と

矗
は
書
い
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
八
日
、
天
候
は
朝
か
ら

晴
れ
。
午
前
７
時
、
隊
員
一
同
は
二
重

橋
前
に
整
列
し
て
宮
城
を
遥
拝
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
胸
中
に
期
す
る
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

午
後
１
時
、
後
援
会
及
び
有
志
に
よ

る
送
別
会
が
芝
浦
埋
立
地
で
開
か
れ
ま

し
た
。
す
で
に
開
南
丸
は
芝
浦
桟
橋
に

そ
の
勇
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
日

会
場
に
押
し
か
け
た
群
衆
は
３
万
と
も

５
万
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
天
下

の
壮
挙
を
送
る
」
と
か
「
送
破
天
荒
壮

挙
」「
行
矣
南
極
探
検
」
な
ど
と
記
し

た
大
小
の
旗
や
幟
が
浜
風
に
翻
り
、
見

送
り
に
き
た
人
た
ち
に
手
渡
し
た
探
検

旗
の
小
旗
が
一
層
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

数
十
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た

後
、
佐
々
木
照
山
の
壮
行
の
辞
が
あ
り
、

後
援
会
や
各
界
の
名
士
が
次
々
と
立
っ

て
送
別
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た

が
、
後
援
会
長
大
隈
は
「
百
発
の
空
砲

は
一
発
の
実
弾
に
如
か
ず
」
と
言
っ
て
、

長
く
毀
誉
褒
貶
に
耐
え
て
き
た
隊
員
を

ね
ぎ
ら
い
、
探
検
の
成
功
を
期
す
る
旨

の
演
説
を
行
い
ま
し
た
。「
百
発
の
空

砲
」
と
は
世
間
の
口
さ
が
な
い
非
難
や

抽
象
を
指
し
、「
一
発
の
実
弾
」
と
は

実
際
に
探
検
の
成
功
を
い
っ
た
も
の
で
、

こ
れ
が
後
々
、
大
隈
の
名
演
説
と
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

矗
は
隊
長
と
し
て
、「
自
分
た
ち
一

行
は
精
力
の
有
ら
ん
限
り
を
尽
く
し
て

素
志
の
貫
徹
に
努
力
す
る
」
と
挨
拶
し
、

船
長
の
野
村
直
吉
は
「
余
は
開
南
丸
の

運
命
を
一
身
に
担
え
り
。
探
検
の
素
志

貫
徹
せ
ず
ん
ば
、
死
す
と
も
巳
ま
ず
」

と
決
意
を
の
べ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
探
検
隊
員
（
陸
上
隊
員
と

船
員
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

隊
　
　
長
　
　
白
　
瀬
　
　
　
矗

学
術
部
長
　
　
武
　
田
　
輝
太
郎

衛
生
部
長
　
　
三
井
所
　
清
　
造

書

記

長
　
　
多
　
田
　
恵
　
一

糧

食

係
　
　
西
　
川
　
源
　
蔵

被

服

係
　
　
吉
　
野
　
義
　
忠

炊

事

係
　
　
三
　
浦
　
幸
太
郎

犬
　
　
係
　
　
山
　
辺
　
安
之
助

犬
　
　
係
　
　
花
　
守
　
信
　
吉

（
以
上
　
上
陸
隊
員
）

船
　
　
長
　
　
野
　
村
　
直
　
吉

一
等
運
転
士
　
丹
　
野
　
善
　
作

機

関

長
　
　
清
　
水
　
光
太
郎

二
等
運
転
士
　
土
　
屋
　
友
　
冶

三
等
運
転
士
　
酒
　
井
　
兵
太
郎

事

務

長
　
　
島
　
　
　
義
　
武

木
　
　
工
　
　
安
　
田
　
伊
三
郎

油
　
　
差
　
　
藤
　
平
　
量
　
平

機

関

士
　
　
村
　
松
　
　
　
進

水

夫

長
　
　
高
　
川
　
才
次
郎

舵
　
　
取
　
　
佐
　
藤
　
市
　
松

舵
　
　
取
　
　
渡
　
辺
　
鬼
太
郎

舵
　
　
取
　
　
釜
　
田
　
儀
　
作

火
　
　
夫
　
　
松
　
崎
　
六
五
郎

火
　
　
夫
　
　
高
　
取
　
寿
美
松

料

理

人
　
　
渡
　
辺
　
近
三
郎

水
　
　
夫
　
　
柴
　
田
　
兼
次
郎

水
　
　
夫
　
　
福
　
島
　
吉
　
治

（
以
上
　
船
員
）

※
参
考
引
用
文
献

白
瀬
京
子
『
雪
原
へ
ゆ
く
』

３
月
21
日
午
前
10
時
、
し
ら
せ
は
シ

ド
ニ
ー
港
の
ダ
ー
リ
ン
グ
ハ
ー
バ
ー
・

ミ
ラ
ー
ズ
ポ
イ
ン
ト
に
着
岸
し
ま
し
た
。

岸
壁
で
は
、
野
川
総
領
事
夫
妻
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
が
手
を
振
っ
て
出
迎

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
金

浦
町
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
交
流
協
会
の

方
々
の
姿
も
あ
り
、
白
瀬
南
極
探
検
旗

を
振
っ
て
出
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
滞
在
中
に
は
、
白
瀬
中
尉

が
か
つ
て
キ
ャ
ン
プ
を
張
っ
た
と
い
う
、

ウ
ラ
ラ
市
の
パ
ー
ス
リ
ー
湾
に
あ
る
記

念
碑
を
見
学
し
ま
し
た
。

記
念
碑
に
は
、
白
瀬
中
尉
が
か
つ
て

こ
の
地
で
キ
ャ
ン
プ
を
張
っ
た
と
い
う

事
と
、
シ
ド
ニ
ー
入
港
の
際
に
シ
ド
ニ

ー
大
学
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
教
授
に
助
け
て

い
た
だ
い
た
と
い
う
説
明
が
刻
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
博
物
館
に

も
訪
れ
、
白
瀬
中
尉
が
デ
ー
ビ
ッ
ド
教

授
に
贈
呈
し
た
と
い
う
日
本
刀
を
見
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
に
白
瀬
中
尉
が
滞
在
し
て
い
た

場
所
を
訪
れ
て
、
改
め
て
白
瀬
中
尉
の

偉
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

観
測
隊
は
、
３
月
28
日
に
全
員
無
事

に
帰
国
し
、
第
45
次
越
冬
隊
と
第
46
次

夏
隊
の
任
務
は
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
こ
の
４
カ
月
間
は
本
当

に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

最
初
に
南
極
へ
行
く
話
を
聞
い
た
と

き
に
は
、
４
カ
月
な
ん
て
長
す
ぎ
る
と

思
い
ま
し
た
が
、
往
路
の
２
週
間
は
初

め
て
の
航
海
生
活
に
戸
惑
い
、
昭
和
基

地
で
の
２
カ
月
間
は
嵐
の
よ
う
に
過
ぎ

去
り
、
復
路
の
１
カ
月
半
は
帰
国
に
向

け
て
の
準
備
と
、
瞬
く
間
に
時
間
が
経

っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
、
今
で
は

あ
の
昭
和
基
地
で
の
２
カ
月
間
が
夢
の

よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

今
回
は
幸
運
に
も
南
極
へ
行
く
と
い

う
普
通
で
は
で
き
な
い
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
様
々
な
職
業
の
方
々
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
こ
の
経
験
を
糧
に
し
て

が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
南
極
通
信
は
、
今
号
を
持
ち
ま
し
て

終
了
い
た
し
ま
す
。

伊
藤
健
主
事
は
、
３
月
28
日
に
金
浦

町
役
場
に
戻
り
、
現
在
は
白
瀬
南
極
探

検
隊
記
念
館
に
勤
務
し
て
が
ん
ば
っ
て

お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
応
援
し
て
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

郷
土
の
偉
人 

白
瀬
　
矗 

南
　
極
　
通
　
信

「
任
務
終
了
」

▲「しらせ」を出迎える人たち

（
第
四
十
八
回
）
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佐
藤
　
正
春

（
新
町
３
、
飛
）

佐
々
木
道
子

（
黒
川
）

■
主
任
児
童
委
員

安
彦
久
美
子
（
新
丁
二
区
）

宮
崎
智
恵
子
（
岡
の
谷
地
一
区
）

金
浦
町
が
市
に
変
わ
る
大

切
な
時
期
に
職
員
と
し
て
町

に
貢
献
で
き
る
事
を
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
分
か
ら
な
い
事
だ
ら

け
で
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

小
こ

池
いけ

信
のぶ

貴
たか

（堀切）

税
務
課
　
主
事
補

仕
事
に
対
し
、
常
に
積
極

的
な
姿
勢
で
望
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
民
の
た
め
誠

心
誠
意
の
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

齊
さい

藤
とう

雄
ゆう

介
すけ

（金浦）

教
育
委
員
会
　
主
事
補

私
の
力
な
ど
き
っ
と
微
々

た
る
も
の
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
誠
心
誠
意
、

金
浦
町
と
そ
れ
に
続
く
に
か

ほ
市
の
た
め
、
日
々
努
力
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
さ

藤
とう

義
よし

明
あき

（塩焚浜）

健
康
福
祉
課
　
主
事
補

よろしくお願いします。 金
浦
町
新
職
員
を
紹
介
し
ま
す 

生
ま
れ
育
っ
た
金
浦
町
で

仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
誇
り

に
感
じ
て
い
ま
す
。

金
浦
町
職
員
と
し
て
、
町

民
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
、
役

に
立
て
る
よ
う
に
精
一
杯
努

め
ま
す
。

山
やま

木
き

真
まさ

彦
ひこ

（頃田）

産
業
建
設
課
　
主
事
補

▲合併調印式

３
月
29
日
、
仁
賀
保
町
総
合
福
祉

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ス
マ
イ
ル
」
で
、

象
潟
町
・
金
浦
町
・
仁
賀
保
町
社
会

福
祉
協
議
会
合
併
調
印
式
が
行
わ
れ
、

平
成
17
年
10
月
１
日
に
合
併
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
一
市
町
村

に
一
社
会
福
祉
協
議
会
の
設
置
と
な

る
た
め
、
町
の
合
併
の
動
き
を
受
け
、

平
成
15
年
１
月
16
日
に
合
併
協
議
会

を
設
置
し
て
以
降
、
13
回
の
協
議
会

開
催
を
経
て
、
こ
の
度
の
調
印
と
な

り
ま
し
た
。

■
主
な
合
併
協
定
項
目

①
合
併
の
方
式
は
、
新
設
合
併
。

②
名
称
は
、
に
か
ほ
市
社
会
福
祉
協

議
会
。

③
主
た
る
事
務
所
の
位
置
は
、
現
仁

賀
保
町
総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ス
マ
イ
ル
」
と
し
、
従
た
る
事
務

所
の
位
置
は
、
現
象
潟
町
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
及
び
、
現
金
浦
町
元
気
百

歳
館
と
す
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
合
併
へ

象
潟
町
・
金
浦
町
・
仁
賀
保
町

社
会
福
祉
協
議
会
合
併
調
印
式

■
民
生
児
童
委
員
（
担
当
区
）

佐
藤
　
忠
悦

（
岡
の
谷
地
1.2
、
上
町
1.2
）

周
防
　
政
子

（
南
金
浦
、
十
二
林
1.2
、
桜
ヶ
丘
、

夢
が
丘
、
山
王
）

齊
藤
　
　
優

（
花
潟
、
駅
通
り
、
新
町
１
、
踏
切
１
）

小
川
　
敏
勝

（
新
町
２
、
木
の
浦
、
新
丁
１
）

桐
田
　
和
子

（
新
丁
２
、
堀
切
、
踏
切
２
）

三
浦
　
洋
一

（
北
向
、
北
金
浦
１
、
浜
金
浦
１
）

越
川
　
直
美

（
北
金
浦
２
、
浜
金
浦
２
、
塩
焚
浜
）

板
垣
　
憲
義

（
大
竹
１
、
２
、
３
）

横
井
　
民
夫

（
前
川
１
、
２
区
）

伊
藤
フ
ミ
子

（
地
蔵
町
、
赤
石
1.2
、
高
森
団
地
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
住

民
か
ら
の
社
会
福
祉
に
関
わ
る
相
談

に
応
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い

ま
す
。
そ
し
て
あ
た
た
か
な
地
域
社

会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
…
…
こ
ん
な
こ
と
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

・
子
ど
も
の
い
じ
め
、
虐
待

・
高
齢
者
の
介
護
、
施
設
利
用

・
生
活
問
題
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
等

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

い
つ
も
そ
ば
に
い
ま
す

空
き
缶
・
空
き
瓶
拾
い
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
実
施▲ボランティアに参加した

金浦町グラウンド・ゴルフ協会の皆さん

金
浦
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
で
は
、
４
月
３
日
に
、
観
桜
会
前

の
南
極
公
園
広
場
と
竹
嶋
潟
周
辺
の

美
化
運
動
と
し
て
、
空
き
缶
・
空
き

瓶
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

自
然
環
境
に
つ
い
て
様
々
な
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
中
、
公
園
の
周

辺
を
周
っ
て
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
ポ

イ
捨
て
が
多
く
、
ご
み
袋
で
15
個
近

く
も
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
外
出
が
増
え
、

つ
い
、
ご
み
を
ポ
イ
捨
て
し
が
ち
で

す
が
、
マ
ナ
ー
を
守
り
、
気
持
ち
の

良
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
！
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４
月
19
日
、
町
議
会
臨
時
会
が
開

か
れ
、
議
案
２
件
が
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

■
議
案
第
三
十
五
号

平
成
十
六
年
度
金
浦
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
七
号
）
の
専
決

処
分
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
分
地
方
譲
与
税
、
利

子
割
交
付
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、

自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
地
方
交
付

税
等
の
額
が
確
定
し
た
た
め
、
一
般

会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
６
８
７
１
万
１
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
31
億
９
９
１
５
万
９
千
円
と

し
た
も
の
で
す
。

■
議
案
第
三
十
六
号

平
成
十
七
年
度
金
浦
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

「
に
か
ほ
市
」
の
電
算
シ
ス
テ
ム

構
築
事
業
費
と
し
て
、
２
億
５
５
０

０
万
円
を
新
た
に
負
担
す
る
も
の
で

す
。 町

議
会
臨
時
会
を
開
催

募
集
事
務
所
が
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た

新
名
称
　
自
衛
隊
地
方
連
絡
部

由
利
本
荘
募
集
事
務
所

新
住
所
　
〒
０
１
５-

０
８
７
４

由
利
本
荘
市
給
人
町
７
番
３
号

電
　
話
　
０
１
８
４
™2
３
４
７
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
１
８
４
™4
１
２
１
５

E
-m

ail
plo.honjo@

gold.ocn.ne.jp

４
月
17
日
、
第
16
回
秋
田
県
知
事

選
挙
が
行
わ
れ
、
金
浦
町
で
は
町
内

６
ヵ
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開

票
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
で
の
開
票
作
業
は
、
午
後
８

時
か
ら
役
場
第
一
会
議
室
で
行
わ
れ
、

午
後
８
時
50
分
に
は
大
勢
が
判
明
し

ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
現
職
１
、
新
人

３
人
の
候
補
者
で
争
わ
れ
、
現
職
の

寺
田
典
城
氏
が
３
選
を
果
た
し
ま
し

た
。

全
国
の
青
年
、
女
性
漁
業
者
が
、
日

頃
の
研
究
や
実
践
活
動
の
成
果
を
発
表

し
、
技
術
・
知
識
な
ど
を
研
鑽
す
る
第

10
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大

会
が
、
東
京
都
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
上

「
金
浦
町
ハ
タ
ハ
タ
共
同
建
網
組
合
」

の
代
表
で
あ
る
佐
々
木
鉄
也
（
飛
）
さ

ん
が
、「
手
ご
た
え
あ
り
！
ハ
タ
ハ
タ

共
同
操
業
」
と
題
し
た
漁
業
経
営
の
改

善
に
つ
い
て
の
研
究
・
実
践
活
動
を
発

表
し
、
水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
発
表
は
、
ハ
タ
ハ
タ
共
同
建

網
組
合
の
組
織
化
へ
の
動
機
、
ハ
タ
ハ

タ
漁
の
経
営
の
安
定
と
効
率
化
を
ど
の

よ
う
に
進
め
、
実
践
し
て
き
た
か
、
さ

ら
に
は
実
践
し
た
こ
と
に
よ
る
そ
の
成

果
と
波
及
効
果
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
佐
々
木
さ
ん

は
、「
現
在
の
組
合
の
グ
ル
ー
プ
員
は

60
歳
以
上
が
約
半
数
を
占
め
る
。
労
働

の
負
担
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
、
よ
り
一

層
の
省
力
化
と
、
同
時
に
若
手
の
後
継

者
が
安
心
し
て
着
業
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

手
ご
た
え
あ
り
！

ハ
タ
ハ
タ
共
同
操
業

水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞

▲金浦町ハタハタ共同建網組合
代表の佐々木鉄也（飛）さん

第

寺
田
典
城
氏
が
３
選
果
た
す

16
回

秋
田
県
知
事
選
挙

第
16
回
秋
田
県
知
事
選
挙

開
票
結
果

当

寺
　
田
　
典
　
城（
無
・
現
）

３
０
９
、
６
１
４
票

佐
　
藤
　
正
一
郎（
無
・
新
）

２
０
４
、
３
３
２
票

谷
　
口
　
賢
一
郎（
無
・
新
）

４
９
、
６
９
３
票

佐
々
木
　
良
　
一（
共
・
新
）

２
８
、
４
６
７
票

第
16
回
秋
田
県
知
事

選
挙
開
票
結
果

（
金
浦
町
開
票
区
）

寺

田

典

城（
無
・
現
）

１
、
８
３
９
票

佐

藤
正
一
郎（
無
・
新
）

８
０
５
票

谷

口
賢
一
郎（
無
・
新
）

２
１
０
票

佐
々
木
良
一（
共
・
新
）９８

票

※
投
票
総
数

２
、９
８
４
票

有
効
投
票
数

２
、９
５
２
票

無
効
投
票
数

３
２
票

◇
象
潟
町

■
熊
野
神
社
・
古
四
王
神
社
例
大
祭

・
と
　
き
　
５
月
15
日
a

・
と
こ
ろ
　
象
潟
町
一
円

・
問
合
先

象
潟
町
商
工
観
光
課
観
光
係

（
T

４
３-

７
５
０
４
）

◇
由
利
本
荘
市

■
黄
桜
ま
つ
り

・
と
　
き
　
５
月
１
日
a
〜

15
日
a

・
と
こ
ろ
　
八
塩
い
こ
い
の
森

（
東
由
利
田
代
）

・
内
　
容

５
月
14
日
g
に
野
点
席
や
湖

上
花
火
大
会
を
開
催
。
15
日
a

に
は
、
健
康
ウ
イ
ー
ク
マ
ラ
ソ

ン
大
会
や
歌
謡
シ
ョ
ー
を
開
催
。

広
域
情
報

お
知
ら
せ
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ま
た
、
新
入
生
を
代
表
し
た
今
野

広
夢
く
ん
は
、「
こ
こ
ま
で
無
事
に

成
長
で
き
た
の
は
、
家
族
、
先
生
、

そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
陰
。
一

日
も
早
く
中
学
校
生
活
に
慣
れ
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
力
強
く
入

学
の
こ
と
ば
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

４
月
２
日
g
、
勢
至
保
育
園
で
入
園

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
自
分
た
ち
が
こ
れ
か
ら

通
う
、
う
さ
ぎ
組
、
り
す
組
、
こ
ぐ

ま
組
の
教
室
か
ら
、
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
と
一
緒
に
手
を
つ
な
い
で
ホ

ー
ル
へ
入
場
。

先
輩
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
た

ち
が
、「
保
育
園
は
楽
し
い
よ
。
一

緒
に
仲
良
く
遊
び
ま
し
ょ
う
！
」
と

声
を
掛
け
て
く
れ
、
歌
と
踊
り
で
大

歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
入
園
の
子
ど
も
た
ち
は

29
名
で
、
勢
至
保
育
園
の
園
児
数
は
、

全
員
で
１
７
０
名
と
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
友
達
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。

ご
入
園
、
ご
進
級
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

│
ち
び
っ
子
た
ち
の
入
園
式
│▲お父さん、お母さんと一緒の入園式

４
月
５
日
c
、
金
浦
小
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
の
子
は
ブ
レ
ザ
ー
を
、
女
の
子

は
春
ら
し
い
、
か
わ
い
ら
し
い
ワ
ン

ピ
ー
ス
を
着
て
、
６
年
生
の
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
体
育

館
へ
入
場
。
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼

ば
れ
る
と
、「
は
い
！
」
と
い
う
元

気
な
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

校
長
先
生
とO

よ
い
子
の
お
願

いø

を
約
束
し
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
と
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
金
浦
町
か
ら
黄
色
い
帽
子

と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
47
名
の
子
ど
も
た
ち
が

新
入
生
と
な
り
ま
し
た
。

│
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
│▲今日から小学１年生

４
月
５
日
c
、
金
浦
中
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

真
新
ら
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ

50
名
が
、
新
し
く
金
浦
中
学
校
に
入

学
し
ま
し
た
。

御
父
兄
、
先
生
、
在
校
生
の
先
輩

た
ち
が
多
き
な
拍
手
を
送
る
な
か
、

つ
い
こ
の
間
、
小
学
校
を
卒
業
し
た

ば
か
り
の
ち
び
っ
こ
た
ち
が
、
な
ん

だ
か
と
て
も
凛
々
し
く
見
え
ま
し
た
。

校
長
先
生
は
、「
中
学
の
３
年
間

は
、
人
生
の
基
礎
を
築
く
大
切
な
時

間
で
す
。
目
標
を
し
っ
か
り
と
立
て
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
」
と
の
こ
と
ば
を
贈
り
ま
し

た
。在

校
生
を
代
表
し
た
白
瀬
喬
彦
く

ん
は
、「
在
校
生
一
同
、
心
か
ら
歓

迎
し
ま
す
。
何
か
一
つ
、
全
力
で
打

ち
込
め
る
も
の
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
先
生
や
友
達
と
馴
染
み
、
学
校

生
活
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。」

と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

│
た
く
ま
し
く
成
長
し
ま
し
た
│

▲ちょっぴり緊張気味？

■
よ
い
子
の
お
願
い

○
先
生
の
言
う
こ
と
を
良
く
聞
き
、

良
く
考
え
る
子
ど
も

○
た
っ
た
一
つ
し
か
な
い
命
を
大

事
に
で
き
る
子

○
困
っ
た
と
き
に
泣
か
な
い
で
、

先
生
や
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

に
相
談
で
き
る
子
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３
月
24
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
浩
寿
苑
」
に
金
浦
小
学
校
児
童
12
人

が
訪
れ
、
車
イ
ス
１
台
を
寄
贈
し
ま
し

た
。車

イ
ス
１
台
を
買
う
に
は
、
７
０
０

㎏
以
上
の
プ
ル
タ
ブ
が
必
要
で
、
児
童

ら
は
、
こ
の
寄
贈
を
実
現
す
る
た
め
、

自
分
た
ち
で
ポ
ス
タ
ー
を
書
い
た
り
、

放
送
で
呼
び
か
け
た
り
と
、
２
年
間
に

渡
っ
て
空
き
缶
の
プ
ル
タ
ブ
集
め
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

浩
寿
苑
を
訪
れ
た
児
童
ら
は
、「
最

初
は
集
ま
る
か
心
配
だ
っ
た
が
、
み
ん

な
が
協
力
し
て
く
れ
た
。」
「
役
に
立

っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と
入

所
者
ら
に
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

プ
ル
タ
ブ
集
め
の
後
半
に
は
、
２
週

間
に
一
度
だ
っ
た
回
収
を
毎
日
行
う
な

ど
、
全
校
児
童
み
ん
な
で
一
生
懸
命
が

ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

│
金
浦
小
学
校
児
童
│▲車イスを寄贈する小学校児童ら

４
月
６
日
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間
に
合
わ
せ
、
交
通
安
全
母

の
会
、
交
通
指
導
隊
、
仁
賀
保
地
区

交
通
安
全
協
会
金
浦
支
部
の
代
表
ら

約
20
人
が
、
金
浦
駐
在
所
前
で
交
通

安
全
チ
ラ
シ
や
交
通
安
全
へ
の
願
い

を
込
め
た
手
作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
を
配

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
交
通
安
全

を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
当
町
の
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
日
数
三
千
日
達
成
に
大
き
く

貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
仁
賀

保
地
区
交
通
安
全
協
会
金
浦
支
部
が
、

秋
田
県
警
察
本
部
よ
り
交
通
安
全
功

労
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ド
ラ
イ
ブ
な

ど
で
外
出
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、

心
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
交
通
安
全
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

│
交
通
安
全
母
の
会
ら
Ｐ
Ｒ
│

▲ドライバーに対し、交通安全を訴える
交通安全母の会の皆さん

４
月
11
日
、
き
さ
か
た
自
動
車
学

校
で
交
通
安
全
体
験
型
講
習
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

勢
至
保
育
園
の
き
り
ん
組
、
か
ん

が
る
ー
組
の
園
児
ら
も
参
加
し
、
約

１
時
間
に
わ
た
り
講
習
を
受
け
ま
し

た
。講

習
会
で
は
、
標
識
や
、
信
号
の

色
、
道
路
へ
の
飛
び
出
し
は
し
な
い

こ
と
の
説
明
を
受
け
、
み
ん
な
元
気

良
く
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
約
20
分
に
わ
た
り
交
通
安

全
ビ
デ
オ
を
見
た
後
は
、
実
際
に
外

に
出
て
の
体
験
学
習
。

横
断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
を
先
生

の
指
示
に
従
っ
て
教
わ
り
、
交
通
ル

ー
ル
を
マ
ス
タ
ー

し
ま
し
た
。

│
体
験
型
講
習
会

保
育
園
児
ら
が
参
加
│

▲横断歩道の渡り方
を体験学習

４
月
12
日
、
秋
田
県
漁
業
協
同
組
合

南
部
総
括
支
所
で
、
金
浦
小
学
校
４
年

生
と
、
勢
至
保
育
園
児
の
み
ん
な
が
ワ

カ
メ
の
刈
り
取
り
体
験
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
海
と
自
然
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
ク
レ
ー
ン
車
か
ら
持
ち
上

げ
ら
れ
た
も
の
す
ご
〜
く
長
く
て
重
い

ワ
カ
メ
をO

よ
い
し
ょ
　
よ
い
し
ょø

と
引
っ
張
り
ま
す
。

そ
の
後
は
、
手
に
軍
手
を
あ
て
、
は

さ
み
を
持
っ
て
、
ワ
カ
メ
を
刈
り
取
り

ま
す
。

「
根
っ
こ
か
ら
刈
る
ん
だ
よ
〜
」
と

教
え
て
も
ら
い
、
小
学
生
の
み
ん
な
は

夢
中
に
な
っ
て
刈
り
ま
く
っ
て
い
ま
し

た
。園

児
の
み
ん
な
は
、
お
兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
の
刈
っ
た
ワ
カ
メ
を
自
分
の
名
前

の
付
い
た
袋
へ
入
れ
ま
す
。

み
ん
な
袋
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
て
持
ち

帰
り
ま
し
た
。

│
小
学
校
生
徒
、保
育
園
児
ら
│▲ワカメを刈り取る生徒たち

４
月
12
日
、
早
朝
の
６
時
か
ら
漁

業
関
係
者
、
漁
協
青
年
部
、
商
工
会

青
年
部
、
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー
ら
約
50
名
が
、
飛
の
く

ず
れ
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

海
岸
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

流
木
、
車
の
タ
イ
ヤ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
ア
ル
ミ
缶
、
家
電
製
品
等
な
ど
、

と
に
か
く
物
凄
い
ゴ
ミ
の
量
で
す
。

参
加
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
は
、
少

し
で
も
ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
美
し
い
海

と
地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
し
よ
う

と
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

▲美しい海を守るため
一生懸命がんばって
くれました
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若年者納付猶予制度
～平成17年４月からの新制度です～

30歳未満の第１号被保険者の方には、本人と配偶者の前年の所得が一定以下の場合、申請をして
承認されると保険料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」が新たに設けられました。

※注意点
①この期間は、受給資格期間には含まれますが、老齢基礎年金額には反映されません。
②この期間から10年以内は追納することができます。追納することで将来受け取る老齢基礎年金額
を満額に近づけることができます。
③この期間中の障害事故については、障害の程度に応じ障害基礎年金が満額支給されます。
④毎年度申請が必要です。

※平成16年度までは、所得の高い世帯主（主に親）と同居している場合は、保険料免除の対象に
なりませんでした。そこで、本人（配偶者がいる場合は、本人と配偶者）の所得のみを基準とし、
保険料を後払いできる制度が創設されました。

【若年者納付猶予期間の扱い】

４
月
３
日
に
、
美
郷
町
で
行
わ
れ
た
第
16
回
県

素
人
う
た
お
ど
り
の
美
郷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

０
５
で
、
当
町
の
阿
部
忠
男
（
大
竹
）
さ
ん
が
、

優
れ
た
歌
唱
力
を
発
揮
し
、
見
事
、
２
冠
に
輝
き

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
全
県
か
ら
約
60
人
が
参
加
し
た
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
20
人
で
決
勝
を
行
い
、
阿
部
さ

ん
は
、
演
歌
歌
手

小
金
沢
昇
司
さ
ん
の
「
湾
岸

ベ
ー
サ
イ
ド

ホ
テ
ル
」
を
熱
唱
。
カ
ラ
オ
ケ
の
部
と
カ
ラ
オ
ケ
、

民
謡
、
お
ど
り
の
３
部
門
の
優
勝
者
か
ら
選
考
さ

れ
る
最
優
秀
賞
も
手
に
入
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
阿
部
さ
ん
は
「
み
ち
の
く
秋

田
歌
謡
王
座
大
会

シ
ニ
ア
の
部
優
勝
」、「
秋
田

県
歌
謡
選
手
権

グ
ラ
ン
プ
リ
ポ
ッ
プ
ス
部
門
歌

唱
賞
等
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
カ
ラ
オ
ケ
を
熱
唱
し
、
２
冠
に
輝
く
！

│
│
阿
部
忠
男（
大
竹
）
さ
ん▲トロフィーを手にする阿部さん

金浦町における交通事故発生状況

５月は気候も良く、ゴールデンウィーク等を利用
してドライブやレジャーに出かける機会が多くなり
ますが、この時期は、例年、行楽車両等による重大交
通事故が発生しています。
楽しいはずの行楽が一瞬のうちに悲惨な結果とな

らないように、次のことに注意して出かけましょう。
○ドライブは、時間に余裕のあるゆとりを持った計画
○居眠り運転の防止
○確実な点検整備
○安全な速度と車間距離
○シートベルトの正しい着用とチャイルドシートの使用

行楽は 時間と心に ゆとり持ち
～追放しよう 飲酒 スピード 過労運転～

金浦駐在所
「セーフティロード金浦」
～めざせ交通事故のない町～

笑顔印 笑顔印 

区　分 3月中の事故 平成17年累計
（１～３月）

平成16年累計
（１～３月）

２件 ７件 １件
０人 ０人 ０人
３人 ９人 ２人
４件 16件 21件

件 数
死 者
傷 者

物損事故

人
身
事
故

老齢基礎年金 老齢基礎年金 不　算　入 

若年者納付猶予 20歳 30歳 

障害基礎年金 障害基礎年金 障害基礎年金の資格 
期間になります 

年金保険料 保　　険　　料 10年以内に追納する 
ことができます 

Vol.62
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任期満了に伴う町長選挙は、５月10日cに
告示され、15日aに投票が行われます。この
選挙は私たちにとって最も身近なものであり、
あなたの投ずる一票によって合併を間近に控
えた最後の町政を担う人が選ばれます。周囲
に惑わされず、自分の意志で投票しましょう。

■投票できる人
金浦町の選挙人名簿に登録されている人。

（昭和60年５月16日以前に生まれた人で、３ヶ
月以上金浦町に居住し、住民基本台帳に記載
されている方。）但し、投票日までに町から転
出した人は投票できません。

■投票は朝７時から、６つの投票所で！
投票当日は、町内６つの投票区ごとに設置

された投票所で、午前７時から午後７時まで
投票できます。入場券に記載された投票所で
行ってください。込み合う場合がありますの
で、時間に余裕を持ってお出でください。

■期日前投票
投票は、原則として投票日に選挙人が投票

所へ行って投票することになっています。し
かし、投票当日にやむを得ない用務（仕事、
旅行、レジャー等）のため、投票所に行くこ
とができない人は、前もって期日前投票をす
ることができます。

◇期間　５月11日d～５月14日g

◇時間　午前８時30分～午後８時
◇場所　金浦町役場１階ロビー

※入場券裏面の宣誓書にあらかじめ記入
いただきますと、受付が早くすみます。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
　
５
月
６
日
f

14
時
〜
16
時

■
と
こ
ろ
　
　
元
気
百
歳
館

■
金
浦
町
行
政
相
談
員

佐
藤
　
慈
明

◆日　時 ５月27日f
◆場　所 保健センター
◆受　付 ４カ月児　　12：50～13：00

７カ月児　　13：00～13：10
10カ月児　　13：10～13：20
12カ月児　　13：30～13：40

◆対　象 平成16年５月、７月、10月、平成17
年１月に生まれた乳児と前回の健診
を受けられなかった乳児

◆持ち物 母子健康手帳、アンケート票
※４カ月児、７カ月児健診の対象者は、離乳食
講習がありますので、受付時間に遅れないよう
にお願いします。また、「おんぶひも」があり
ましたら持参してください。

◆日　時 ５月24日c
◆場　所 保健センター
◆受　付 12：50～13：00
◆対　象 平成14年９月～11月に生まれた幼児

と前回の健診を受けられなかった幼
児

◆持ち物 母子健康手帳、歯ブラシ
２歳６カ月児アンケート票
２歳児歯科アンケート票

◆日　時 ５月12日e 9：00～12：00
◆場　所 保健センター（健康指導教室）
◆対　象 乳幼児とその家族
※お菓子、ジュースなどはご遠慮ください。

◆日　時 ５月９日b 9：00～11：30
◆場　所 保健センター
※健康づくりや介護に関することなど、保健師
による相談会です。どなたでもお越しください。

☆4.7.10.12カ月児健診☆

☆2歳6カ月～2歳8カ月児健診☆

☆保健センターで遊ぼう☆

☆健康よろず相談☆

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
国
等
の

役
所
の
仕
事
や
仕
事
ぶ
り
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受

け
付
け
、
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
制
度
や
行
政
運
営
の
改
善

を
図
る
、
い
わ
ば
「
行
政
と
住

民
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。

金
浦
町
の
行
政
相
談
員
は
佐

藤
慈
明（
岡
の
谷
地
）さ
ん
で
す
。

毎
月
一
回
、
元
気
百
歳
館
で

相
談
を
受
け
付
け
る
ほ
か
、
自

宅
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

金
浦
町
行
政
相
談
員

佐
　
藤
　
慈
　
明

（
岡
の
谷
地
）

T

３
８
│

３
７
７
５

行
政
に
対
す
る
困
り
ご
と
は
、

行
政
相
談
員
に
！

金浦町長選挙
投票日は、5月15日（日）です。

投票時間は
午前７時から午後７時まで
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私
の
将
来
の
夢
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
と
か
、
絵
を
書
く
仕
事
を
す

る
こ
と
で
す
。

理
由
は
、
絵
を
書
く
こ
と
が
好
き

だ
か
ら
で
す
。

も
し
も
、
そ
ん
な
仕
事
が
で
き
た

ら
、
い
ろ
ん
な
人
か
ら
「
こ
の
絵
い

い
な
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
絵
を
書

い
て
い
き
た
い
で
す
。

かんがるー 組 
きりん 組 
のおともだち 

柴田　　都
みやこ

（赤石）

元気で、おてんばな子供です。
体を動かす事が大好きでテレ
ビを見ながら毎日踊っていま
す。

「
お
そ
と
で

遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」

佐藤　茜
あか

奈
な

（堀切）

明るくお調子者の姉さん。
下の子の面倒を見てくれる
しっかり者です。これからも
妹たちをよろしくネ。

「
家
族
み
ん
な
で

お
散
歩
し
て
い
る
と
こ
ろ
」

渡辺　　春
はる

（高森）

佐藤　　遥
はるか

（岡の谷地）

春は、３人兄弟の末っ子。
見ている限りでの春の趣味は、いたずらと
戦い！棒を持たせたら、突進して行きます。
女の子だよね…？

「
み
ん
な
で
お
そ
と
で

遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」

齋藤　洸
こう

太
た

（十二林）

負けず嫌いの甘えっ子。
お兄ちゃんたちとの野球やゲームに負けると、
何回もやり直させるのに、いつもはお兄ちゃん
たちにぴったりくっついて甘えてます。

「
お
そ
と
で

遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」

ぼ
く
は
、
将
来
プ
ロ
野
球
選
手
に

な
っ
て
で
き
れ
ば
巨
人
か
楽
天
に
入

団
し
た
い
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
小
学
三
年
生
か
ら
野

球
を
や
っ
て
い
て
、
野
球
は
楽
し
い

な
あ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
た

め
に
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
、

高
校
も
強
い
秋
田
商
業
な
ど
で
レ
ギ

ュ
ラ
ー
を
も
ぎ
取
り
、
た
く
さ
ん
の

試
合
に
出
た
い
で
す
。

も
し
、
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
た

ら
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
や
新
人
王
、
ホ
ー
ム
ラ

ン
王
を
取
っ
て
活
や
く
し
た
い
で
す
。

渡辺　陽
よう

輔
すけ

（赤石）

僕
の
将
来
の
夢
は
プ
ロ
野
球
選
手
に

な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
野
球

部
の
練
習
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

野
球
部
に
入
っ
た
の
は
、
お
父
さ
ん

が
野
球
を
や
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
ぼ
く
は
、
プ
ロ
を
め
ざ

す
た
め
に
高
校
生
に
な
っ
た
ら
甲
子

園
に
行
き
ま
す
。
そ
し
て
、
で
き
れ

ば
中
日
に
は
い
り
た
い
で
す
。

佐々木慶
けい

太
た

（備中）

私
の
将
来
の
夢
は
、
歌
手
に
な
る

こ
と
で
す
。
歌
手
に
な
り
た
い
と
思

っ
た
き
っ
か
け
は
、
歌
が
好
き
だ
し
、

聞
い
て
る
と
落
ち
つ
い
た
り
す
る
の

で
、
聞
い
て
い
る
人
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
歌
を
う
た
っ
て
み
た
い

か
ら
で
す
。
夢
に
向
か
っ
て
今
で
き

る
こ
と
は
、
音
程
を
し
っ
か
り
と
ら

え
て
お
い
た
り
、
声
出
し
と
か
だ
と

思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
私
の
お
手
本

と
し
て
は
、
Ｂ
Ｏ
Ａ

ボ
　
ア

さ
ん
と
か
が
お

手
本
で
す
。
も
し
夢
が
か
な
っ
た
ら
、

た
く
さ
ん
歌
っ
て
、
み
ん
な
を
喜
ば

せ
た
り
し
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

鳥潟　　蘭
らん

（塩焚浜）

４
月
13
日
、
平
成
17
年
度
（
第
29
期
）

の
金
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
が
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
軽
運
動
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
規
入
団
者
は
、
野
球
５

名
、
サ
ッ
カ
ー
２
名
、
柔
道
２
名
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
４
名
、
卓
球
７
名
の
計
20

名
で
す
。

式
で
は
、
新
規
入
団
者
を
代
表
し
て

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
団
す
る

佐
々
木
笑
夏
（
３
年
）
さ
ん
が
、
入
団

証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

金
浦
小
学
校
の
田
口
久
美
子
校
長

は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と

は
と
て
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
元
気

に
楽
し
み
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
子
ど
も
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。ま

た
、
サ
ッ
カ
ー
団
に
入
団
す
る
今

野
聖
治
（
３
年
）
く
ん
は
、「
ケ
ガ
を

し
な
い
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
が
ん
ば
り
た
い
」
と
誓
い
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。
少
年
団
の
み
な
さ
ん
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
で
、

心
と
体
を
鍛
え
よ
う
！

│

金
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
│▲新規入団者の子どもたち
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「
神
町
」
そ
し
て
、
ふ
た
た
び
…
。

土
地
の
因
縁
が
つ
な
ぐ
物
語
。
終
わ

り
と
い
う
名
の
は
じ
ま
り
。
第
１
３
２

回
芥
川
賞
受
賞
作
「
グ
ラ
ン
ド
・
フ
ィ

ナ
ー
レ
」
ほ
か
、「
馬
小
屋
の
乙
女
」

「
新
宿
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
」「
20
世
紀
」

を
収
録
。

『グランド・
フィナーレ』
阿部和重／著
講談社

西
武
鉄
道
の
上
場
廃
止
は
、
つ
い
に

西
武
王
国
の
本
丸
・
コ
ク
ド
の
存
続
の

危
機
に
。

父
・
康
次
郎
の
経
営
手
法
を
踏
襲
し
、

絶
対
君
主
と
し
て
君
臨
し
た
堤
義
明
は
、

ど
こ
で
何
を
ま
ち
が
え
た
の
か
？

堤
一
族
の
興
亡
と
堤
商
法
の
破
綻
を

描
く
。

『淋しきカリスマ
堤義明』

立石泰則／著
講談社

新
自
治
体
が
続
々
誕
生
し
、
激
変
す

る
日
本
。

巻
頭
に
「
こ
う
変
わ
る
！
平
成
18
年

３
月
の
日
本
」
の
合
併
日
本
図
を
掲
載
。

各
県
別
情
報
地
図
、
よ
み
が
な
付
き
市

町
村
索
引
な
ど
を
収
録
。

『地図で知る平成
の市町村大合併』
国際地学協会

満
足
に
声
が
出
な
い
時
は
、
泣
き
な

が
ら
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
し
た
。

歌
手
生
活
50
周
年
を
機
に
、
歌
謡
界

の
女
王
・
島
倉
千
代
子
が
初
め
て
心
の

う
ち
を
明
か
し
た
「
最
期
の
手
記
」。

『島倉家』
～これが私の遺言～

島倉千代子／著
文芸社

ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、

ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
、
ハ
ロ
ー
キ
テ

ィ
ー
、
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
勢
ぞ

ろ
い
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
待
ち
遠
し
く
な
る

お
べ
ん
と
う
が
い
っ
ぱ
い
。 『キャラクターいっぱい

の通園おべんとう』
ブレネク･ユキコ／著
ブティック社

若
き
日
の
サ
ケ
・
マ
ス
漁
獲

百
夜
寝
む
ら
ず
働
き
し
日
よ

越
　
川
　
　
　
武

戦
争
に
数
多
の
人
ら
出
征
し

若
き
桜
は
散
り
て
終
え
た
り

越
　
川
　
キ
エ
コ

合
格
の
通
知
と
振
り
込
み
共
に
来
て

孫
の
新
た
な
明
日
が
始
ま
る

今
　
野
　
坂
　
記

麗
し
き
花
の
ト
ン
ネ
ル
潜
り
抜
け

願
い
を
胸
に
観
音
参
り佐

　
藤
　
恵
美
子

茂
吉
師
の
好
み
と
聞
き
し
翁
草

産
毛
頭
で
春
を
見
渡
し佐

　
藤
　
幸
　
一

春
彼
岸
牡
丹
雪
舞
ふ
墓
所

子
に
語
り
つ
つ
花
を
供
え
る

佐
　
藤
　
つ
や
子

惜
し
む
ご
と
ひ
と
ひ
ら
ひ
ら
に
散
る
桜

春
の
愁
い
を
包
む
夕
闇須

　
藤
　
恵
美
子

雪
雲
も
次
第
に
晴
れ
て
な
だ
ら
か
な

山
の
稜
線
遠
景
に
浮
く高

　
橋
　
卯
　
治

春
爛
漫
良
き
日
を
祝
う
親
も
子
も

時
代
を
映
し
み
な
茶
髪森

　
　
　
と
し
子

咲
き
て
散
る
無
量
の
桜
も
我
に
と
り

一
期
一
会
の
縁
深
き
花細

　
田
　
文
　
夫

金
浦
短
歌
会

３
月
20
日
、
金
浦
町
体
育
セ
ン

タ
ー
で
第
22
回
町
民
室
内
サ
ッ
カ

ー
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
現
役
世
代
を
中
心
に

17
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
と
力
強
さ
の
光
る
試
合
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優
　
勝
　
　
ア
イ
テ
ッ
ク
Ｓ
Ｐ

◇
準
優
勝
　
　
ポ
ル
ト
ガ
モ

◇
第
３
位
　
　
Ｆ
Ｃ
モ
ー
ニ
ン
グ

〃
　
　
　
小
松
建
設

Ｃ
Ａ
Ｔ 

Ｓ（
Ａ
） 

小
松
建
設 

ポ
ル
ト
ガ
モ 

Ｆ
Ｃ
番
屋 

ア
イ
テ
ッ
ク
Ｓ
Ｐ 

エ
ン
ブ
レ
ム 

前
川 

Ｆ
Ｃ
モ
ー
ニ
ン
グ 

’ 

アイテックSP

５-１ 

３-４ ７-１ 

1-1PK1-3 ３-２ 

０-１ ６-０ 

ス
ピ
ー
ド
感
溢
れ
る
試
合
展
開

│
│
町
内
室
内
サ
ッ
カ
ー
大
会

４
月
20
日
、
金
浦
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
17
年
度
青

少
年
育
成
金
浦
町
民
会
議
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
町
民
全
員
が
会
員
で
、

「
思
い
や
り
を
持
っ
て
、
た
く
ま
し

く
生
き
る
青
少
年
の
育
成
」
を
目
指

し
て
活
動
し
て
お
り
、「
子
ど
も
110

番
の
家
設
置
」
や
、「
あ
い
さ
つ
運

動
」、「
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
な
ど

の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

総
会
終
了
後
に
は
、「
自
然
と
の

共
生
と
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
」
と
題
し
、

オ
ラ
ン
の
会
事
務
局
長
の
松
原
泰
夫

氏
が
講
演
。

自
ら
が
進
め
る
、「
菜
の
花
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
触
れ
、「
大

量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
」

に
代
わ
る
21
世
紀
型
の
「
資
源
循
環

社
会
」
の
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

▲青少年育成金浦町民会議総会

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
と

課
題
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

青
少
年
育
成
金
浦
町
民
会
議
総
会



森
　
　
陽
　
菜

（
優
一
）高
　
森

伊
　
藤
　
春
　
菜

（

誠

）赤
　
石

川
　
北
　
忠
　
彦

（
岡
の
谷
地
）

坂
　
本
　
末
　
子

（
北
海
道
）

川
　
俣
　
慎
　
一

（
大
　
竹
）

藤
　
田
　
香
　
里

（
象
潟
町
）

佐
々
木
　
　
　
清

（
72
歳
）黒
　
川

渡
　
辺
　
ハ
　
ナ

（
75
歳
）浩
寿
苑

齊
　
藤
　
昭
　
二

（
78
歳
）飛
ヶ
崎

佐
々
木
　
ハ
ツ
ヱ

（
83
歳
）南
金
浦

越
　
川
　
み
よ
し

（
91
歳
）浩
寿
苑

加
　
藤
　
彦
　
八

（
92
歳
）十
二
林

・
佐
々
木
　
一
　
正
　
様
（
木
の
浦
山
）

・
熊
　
谷
　
晴
　
作
　
様
（
金
　
浦
）

・
佐
々
木
　
健
　
修
　
様
（
黒
　
川
）

・
渡
　
辺
　
源
　
一
　
様
（
頃
　
田
）

・
佐
々
木
　
　
　
清
　
様
（
南
金
浦
）

＊
こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
・
編
集
　
秋
田
県
金
浦
町
役
場
企
画
室
　
1（
〇
一
八
四

）三
八
｜
四
三
◯
◯
　
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
花
潟
九
三
｜
一
　
■
印
刷
所
　
酒
田
市
新
橋
一
丁
目
　
北
星
印
刷
株
式
会
社

ほ
っ
と
一
息 

テ
ィ
ー
タ
イ
ム 

■
春
の
訪
れ

４
月
に
入
り
、
一
日
一
日
と
日
を
追

ご
と
に
暖
か
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

春
の
語
源
は
、

①
草
木
の
芽
が
「
張
る（
は
る
）」
季
節

か
ら
と
す
る
説
。

②
田
畑
を
「
墾
る（
は
る
）」
季
節
か
ら

と
す
る
説
。

③
気
候
の
「
晴
る（
は
る
）」
が
転
じ
た

す
る
説

が
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
前
向
き

に
事
に
当
た
ろ
う
と
す
る
　
晴
々
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

新
し
い
季
節
を
迎
え
て
、
皆
さ
ん
も

前
向
き
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

１日a 伊藤医院 （T43-4171）
３日c すずらん診療所（T62-8065）
４日d 神坂医院 （T43-3108）
５日e さいとうクリニック（T43-3105）
８日a 池田病院 （T43-3106）
15日a 象潟駅前皮フ科（T43-5252）
22日a 加藤医院 （T35-2543）
29日a 金病院 （T43-5522）

休日応急診療在宅当番医町の人口・世帯
平成17年３月31日

※人　口

男 2,348人（減11）

女 2,643人（減１）

計 4,991人（減12）

※世帯数

1,584戸（増１） ※象潟町役場（143－3200）でご確認ください。
診療時間は9時～12時です。象潟町医師会

●
広
報
紙
に
載
せ
て
ほ
し
く
な
い
方
は

届
け
出
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
広
報
「
こ
の
う
ら
」
は
音
読
テ
ー
プ

も
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
企
画

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

月̋お知らせカレンダー

ち
ゃん

さん

さん
さん

（

ち
ゃん

は
る
　
　
な

は
る
　
　
な

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）
お話し会　町立図書館「こぴあ」幼児室

（10:30～11:00）

にこにこ 保健センターで遊ぼう（9:00～12:00）
JAミニデイサービス 元気百歳館 （10:00～）

４・７・10・12カ月児健診　保健センター

健康相談　元気百歳館 （12:30～13:30）
お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

エアロビクス教室　保健センター （10:00～）
健康相談　保健センター （9:30～11:30）
生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

２歳６カ月児健診　保健センター
お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

子どもの日

国民の休日

憲法記念日

エアロビクス教室　保健センター （10:00～）

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）
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お
た
ん
じ
ょ
う

お
め
で
と
う

慶
弔
だ
よ
り平

成
17
年
３
月
16
日
〜

平
成
17
年
４
月
15
日

ご
　
結
　
婚

お
め
で
と
う

金浦町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/copia

（

さん さん

さんさんさんさんさん

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
し
ま
す

社
協
一
般
寄
付
金


